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は じ め に

1991 年日本植物防疫協会から出版された 「昆 虫の飼

育法」 は， これ までの害虫を中心とした昆虫の飼育に関

して まとめられたもので， 日本の一線の昆虫研究者がそ

れぞれ扱っている昆虫やダニ類の飼育法について記され

ており， 昆虫の飼育に関してはパ イ プル的なものであ

る。新たに飼育しようとする昆虫については， 誰もがこ

の本を参考にしており， 助けられた経験を持つ人も多い

だろう。この本に書かれた各害虫の項目を見ると， 研究

者がそれぞれの昆虫に対して様々な工夫や改良を重ねて

いることがよく分かる。 また， 各昆虫の飼育方法が確立

する まで多くの苦労があったことがうかがえる。1 種だ

けとか近 似種数種を飼育する場合と， 複数種を同時に飼

育する時や大量に飼育する場合とでは， 飼育に要する労

力と時聞は大きく異なる。多くの種を用いて実験する場

合， 実験そのものよりも飼育に要する時間や労力の方が

多くなったりすることがある。

鱗麹目昆虫の飼育では共通の栄養素を含む人工飼料の

中にそれぞれ特有の成分を追加することによって， 同 じ

システムで飼育が可能である。しかし， 吸汁性の昆虫の

場合人工飼料の利用は経済的にも不利であり， 実用化は

困難である。そのため農薬メーカーの薬剤スクリーニン

グや天敵増殖企業では， 多くの昆虫を飼育するため寄主

植物を栽培する必要もあり， 昆虫飼育にかける労力と時

聞は多大なものである。 また， 近 年各種遺伝資源の重要

性が指摘され， その収集・保存を進める一環として， 有

用昆虫の選抜・育成も進められつつある。これらのほ

か， 薬剤抵抗性や地理的個体群など生態的系 統の維持等

には隔離飼育が必要であり， そのためには異系統の混入

に対して対策を講 じた飼育法も必要となって く る。

このような観点から， 吸汁性見虫の飼育について今後

求められるシステムと し て， 周年同一条件で飼育するた

めに餌としての植物栽培を極力少なくすること， 複数の

昆虫を同 じ餌で飼育するとともに系統隔離飼育が可能で
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あること， 飼育に要する空聞を可能な限り狭くできるこ

と等が必要となる。

すべての見 虫でこれらを満たす飼育法は無理である

が， 筆者はこれ までアザミウマ類， アプラムシ類， コナ

カイ ガラムシ類など吸汁性の昆虫について， ソ ラマメを

用いた飼育システムを確立しているので紹介し， 参考に

供したい。

I 餌 と し て の ソ ラ マ メ

効率的な昆虫の飼育に餌としてどのような ものを用い

るかということは重要で， 寄主範囲の狭い昆虫の場合，

自 ずと餌として用いる植物は決 まってくる。しかし， 多

寄生性の昆虫では代替えの寄主植物を考慮することがで

きる。近 年害虫化しているものは野菜類， 花き類から果

樹類に至る まで広範囲に寄生する種が多い。その典型的

な例として， アプラム シ類， アザミウマ類， カイ ガラム

シ類があげられる。これらの害虫を効率的に飼育するこ

とができれば， 薬剤のスクリーニ ングや天敵増殖にも大

きく貢献するものと考えられる。
筆者はこれ まで， アプラムシ類やアザミウマ類の研究

を通 じて， いかに効率的に飼育するかを大きなテーマと

して取り扱ってきた。これ まで誰も扱ってこなかった見

虫では， 飼育ができればその生態や行動のほか生理学的

な研究も一段と進むことは誰も経験していることである

と思う。

ソラマメを用いることは， 英国Imperial College の

A. D. LEES 博士のもとに留学していた私の恩師である河

田和雄博士から， アプラムシの飼育に小さな ソ ラマメを

使用しているという話を聞 いたことには じ まる。LEES

は1960年代に ソ ラマメヒゲナガ ア ブ ラムシ Megoura

vz czae の光週反応の詳細な実験を行ったことで有名であ

る。その時用いたのがこの小さな ソ ラマメだったのであ

る。LEES の論文を見ると Viciafaba( ソ ラマメ) という

学名で tick bean と記載されている。現在， この小さな

ソラマメは我が国でもレース鳩の餌としてペッ ト シ ョ ッ

プで市販されている。このマメは通常我々が食べている

ものと比べ小さ し しかも安価である。後記した業者か

ら購入できる。
ソ ラマメを餌としてアプラムシ類， ア ザミウマ類およ
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びコ ナ カ イ ガ ラ ム シ 類 を 飼育で き る が， そ れ ぞれ利 用 す

る 方法が幾分県 な る 。 ま ず， ア ブ ラ ム シ類 で は マ メ を パ

ー ミ キ ュ ラ イ ト に播種 し ， 1 週間 く ら い で茎 が 2�3 CIl1 

に 伸 びた芽出 し 苗 を使 う ( 図 ー 1 ) 。

ア ザ ミ ウ マ類 とコ ナ カ イ ガ ラ ム シ 類に は マ メ を 水道水

に 掛 け 流 し， lit が 削 れ， 根 が 5 1l11l1 程 度 伸 びた もの

( 図-2 A) を{史 う 。 コ ナ カ イ ガ ラ ム シ 類 に は ， bk' を は が

し た もの を与 え る (1豆1-2 B) 。 ア ザ ミ ウ マ 類 に は 皮 を は

が し ， マ メ を二つ に 分 け て 与 え る ( 図-2 C) 。

ソ ラ マ メ 催芽額千図 - 2

の成虫 を 入れ， 20'Cで は 1 週間弱 で次世代 の 成 虫 が 1:lj現

す る 。 10 日 に l 度 成虫 を 新 し い 容 釈 に 移せ ば よ い。 ア

ブ ラ ム シ の 飼Fl11ilL度 は 20'C以下 が 適 し て い る 。 短 1-1 円

長では両さ|ミ型 が 出 現 す る の で， 1 6  I時 1 1\] 日 長 で維持 す る

の が よ い。 有遡型 を得 たい とき は 飼育密度 を多 め に すれ

ば よ いが， 系統 に よ って 出 や す い もの と出 に く い もの が

あ る 。

こ の飼育法 でエ ン ド ウ ヒ ゲ ナ カガ、 ア フブ。 ラ ム シ A ιのりy月げT，刈Fプ仙/

ρμ/ん10ωJ川J ρか/ω 五SII1仰11 や ソ ラ マ メ ヒ ゲゲ、 ナ 3カUゲ- ア フプ守 ラ ム シ Megol川fυ"τどαZ 

cr，σ仇巧百SICωα/ld，α仇， マ メ ア ブプ昏 ラ ム シ Aþμ!t川1伐旨 ιcraどαZCClUノ01ア〆τピa な ど の

本来 ソ ラ マ メ を笥寄t主 とし て い る ア フプ. ラ ム シ類 を 始 め ， モ

モ ア カ ア ブ ラ ム シ Myzlls ρωτIcae， ジ ャ ガ イ モ ヒ ゲ ナ ガ

ア ブ ラ ム シ AulaCOTlh/l111 solani， ニ ワ ト コ ヒ ゲ ナ ガ ア

ブ ラ ム シ A/llacorlltu1n magnoliae， チ ュ ー リ ッ プ ヒ ゲ

ナ ガ ア ブ ラ ム シ Macrosiþll/tnl e/lþllOrbiae， ユ キ ヤ ナ ギ

ア ブ ラ ム シ Aμ山 cilricola お よ びワ タ ア ブ ラ ム シ

Aþltis gossyþii の 飼育が可能 で あ る 。 ま た， モ モ ア カ ア

一一一 22 一一一

ア ブ ラ ム シ類の飼育法

ア ブ ラ ム シ 類の柴田飼育 で は ， ソ ラ マ メ を プ ラ ス チ ッ

ク 容訴 に 入 れ たパーミ キ ュ ラ イ ト に 橋till し ， 茎 が 2�3

CIl1 伸 びた頃 に ア ブ ラ ム シ を f渡部 し， そ れ を ウ ン カ ・ ツ

マ グ ロ ヨ コ バ イ 用 の 飼育容部 に 入れ飼育 す る ( 図 3) 0 2 

週 間 に 1 度新 し い ソ ラ マ メ ï'i'î を 追加す る とア ブ ラ ム シ類

を維持で き る 。

系 統 飼 育 で は， 図 - 4 の よ うに お 出 し ï'ú を 試験 管内

(内径 25 \11\11 の培養試験管) に 固 定 し て 飼育す る 。 試験

管の底 に 混 ら せ た脱脂綿 を敷 き ， 茎 に キ ム ワ イ プを巻 い

たソ ラ マ メ 市 を コ ル ク ボ ー ラ で試験管 内 に 入れ る 。 ソ ラ

マ メ 苗 の板 は 切断 し て お き ( 図 -5) ， 試験管 の 底 の l汲水

し た脱脂綿 に 接触 し な い よ う に す る のが コ ツ であ る 。 マ

メ の根がl吸水す る と茎が素早 く 徒長 し て し ま う か ら であ

る 。 こ う す る こ とに よ っ て 20'Cで は 1 か 月 ほ ど l以 水 し

な く て も維持で き る 。 培養試験管功cJt l の議があ る の で，

ほ か の 昆虫 の 混 入 の 危険 は な い。 試験管当 たり 3�5 1}l;.

E 
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ブ ラ ム シ と ワ タ ア ブ ラ ム シ で は 寄生性の 梨 な る 系統の飼

育 も 可能 で‘あ る 。 ワ タ ア ブ ラ ム シ で は 幾分個体が小 さ く

な る 傾向 が あ る が， 本来の寄主 に 戻 せ ば普通の大 き さ の

個体を産子す る 。

皿 ア ザ ミ ウ マ類の飼育法

害虫 と し て の ア ザ ミ ウ マ 類 の 多 く は ア ザ ミ ウ マ Ë!E I三| の

ア ザ ミ ウ マ であ り ， 植物の組織内 にE副lî す る 。 村井 ・ 石

井 ( 1 982) は 薄膜 フ ィ ル ム を 通 し て 水 中 』こ IToi:卵 さ せ ， 花

粉で飼育す る 方法 を 開発 し た 。 こ の採卵方法で ヒ ラ ズ ノ \

ナ ア ザ ミ ウ マ FTankli11iella il1to11sa， ミ カ ン キ イ ロ ア ザ

ミ ウ マ F ocâdenlalis ， ネ ギ ア ザ ミ ウ マ ThrijJS

labaci， ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ T jJalmi な ど の ア ザ

ミ ウ マ 類の採卵 が可能 と な っ た 。 当 初， 水 を フ ィ ル ム で

ザ ン ド イ ツ チ す る よ う に し て い た の で， 水仁1 I に 産 ま れ た

卵 を 回収す る た め に は フ ィ ル ム を う ま く 剥が さ な け れ ば

な ら ず， こ れ に は微妙な テ ク ニ ッ ク が必要で誰 も がで き

る 方法 と は 言 い難 か っ た 。 そ こ で， 水 に 被せ る フ ィ ル ム

の替わ り に 小 さ な プ ラ ス チ ッ ク シ ャ ー レ (]直径 3 cIl1 の

培養 シ ャ ー レ ) を使 う こ と に よ っ て 水 を 回収 し て ， 採卵

を容易 に 行 え る よ う に な っ た (村 ナ1-.， 1 998) 。 ま た ， 幼

虫 飼育 に ソ ラ マ メ 催 芽 種 子 が使 え る こ と も 分 か っ た

(MUI�i\1 and LOO^'i\NS， 200 1 ) 。

は じ め に 薄膜 フ ィ ル ム 法 て、水中 に産 ま れ た 卵 を l以引 ろ

過器 で ろ 紙 に つ け， こ れ を シ ャ ー レ に 保存 し ， フ ィ jレ ム

で蓋 を す る 。 数 日 す る と 幼虫がふ 化 し ， シ ャ ー レ 内 を 歩

き 回 る 。 フ ィ ル ム に 強 く 息 を吹 き 付 け て フ ィ ル ム 上 を 歩

く 幼虫 を落 と し て か ら ， フ ィ ル ム を 取 り 外 し ， シ ャ ー レ

の 中 に 適 当 な数の二つ に 制 っ た ソ ラ マ メ 催芽租1子 を 入 れ

(図←6) ， フ ィ ル ム で再度葦 を す る 。 こ う し て 2�3 1時間

放置す る と ， 歩行 し て い た幼虫の ほ と ん どが ソ ラ マ メ に

集 ま り 摂食 す る 。 幼虫が つ い た マ メ を追加の マ メ と と も

に タ イ ト タ ッ パー に 移 し 飼育す る 。 ア ザ ミ ウ マ 幼虫 に直

接触れ る こ と な く 飼育で き る 。 ア ザ ミ ウ マ を取 り 扱 う と

き は， 1 Il1Il1 の フソレ ー チ ッ プ を 利 用 し た l以虫管 を 作 り ，

図 6 ア ザ ミ ウ マ ふ化幼虫の ト ラ ッ プ と し て の ソ ラ マ メ

空気採集mの電動 ポ ン プ を 用 い る と よ い。

こ の と き 飼育 に JT J v ' る タ イ ト タ ッ パ ー は 8 x 1 1  x 5 CIl1 

の パ ッ キ ン がつ い た 容器 で， 葦 に 5 1l11l1 ほ ど の 穴 を 聞 け

ゴ ー ス を H，!î り 付 け て お く ( 1豆1 -7 ) 。 マ メ の 保持 す る 水 分

で十分成虫 ま で飼育可能 ( 1霊ト8) で， 飼育仁1_1 は 水 を 与 え

て は い け な い。 容棋 の底 と マ メ の上 に キ ッ チ ンペ ー パ ー

を敷 く 。 ネ ギ ア ザ ミ ウ マ や ミ ブ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ は 容

総 の底 と キ ッ チ ン ペ ー パ ー の問， と く に ペ ー パ ー の 窪 み

で集合 し て 焔化す る 傾向 が 強 い 。 ま た ， 飼育容器 を蛍光

灯 の直下 に 箇 か な い よ う に し た 方が よ い。 蛍光灯 が 当 た

る と マ メ の水分が蒸発 し ， 容穏内壁 に 水滴が付着 し ， ア

ザ ミ ウ マ が溺死す る こ と が あ る 。

こ の飼育方法で容器当 た り 1 ， 000 1&以上の幼虫飼育 も

可能であ る 。 ま た ， 羽 化 し た 成虫 に は マ メ を 1 週間 に l

度追加 す る と 長期 間 維 持 で き る 。 長 期 間 不 在 す る と き

は ， 幼虫発育期 間 を 温度 て、調節で き る の で， 出 か け る 直

前 に幼虫のふ化時期 を も っ て く る よ う に す る と よ い 。 マ

メ を追加 し て 次 世ー代 も 出現 し て く る が， 発育の揃 っ た幼

虫 を 得た いH寺 は ， 改 め て 成虫 を 回収 し ， 採卵す る 方が よ
し '0

ト マ ト ti�イ七 え そ ウ イ ル ス (TSWV) の 媒 介 試験 等 に

供 す る に は 発育の揃 っ た 幼虫 を 使 う 必要が あ り ， こ の よ

う な場合や保務成虫 を維持す る た め に も 本飼育法 は利月j

で き る 。

こ れ ま で， ヒ ラ ズ ハ ブ ア ザ ミ ウ マ ， ミ カ ン キ イ ロ ア ザ

ミ ウ マ ， ハ ナ ア ザ ミ ウ マ Tlúriþs hawaiie11sis， ネ ギ ア

図 - 7 ア ザ ミ ウ マ 飼育平f協 と し て の タ イ ト 夕 、y パー

唱可&畿滋喫弘、が

町 d
図 ー 8 ソ ラ マ メ (II ! '!l 組子 を m 食 す る ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ

ウ 7 成且l
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ザ ミ ウ マ ， ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ ， ビ ワ ハ ナ ア ザ ミ ウ

マ ηinþs c% raflls， ダ イ ズ ウ ス イ ロ ア ザ ミ ウ マ ア

sefoslIs， ク サ キ イ ロ ア ザご ミ ウ マ A naþhOfltriþs ObSCIl1'lfS， 

Fnmkli17ie/fa SllII/Zei， F. Tricifl な ど の飼育が可能で あ

っ た 。 チ ャ ノ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ で は催芽磁子 よ り も 当� :�U

し ltiの ほ う が縦持に は 過 し て い た 。

IV コ ナ カ イ ガ ラ ム シ類の飼育法

コ ナ カ イ ガ ラ ム シ類の飼育 は 従来 カ ボ チ ャ が使われて

き た 。 市販の カ ボ チ ャ を 用 い る こ と か ら ， 病害の混入や

薬剤の残舵 に よ る 問題 も 発生す る 可能性があ る 。 ま た ，

飼育 ス ペー ス も 広 く 系統飼育は |示|員(f で あ る 。

ソ ラ マ メ 催芽種子 を 用 い る ;場合， ア ザ ミ ウ マ と 同 じ 容

総 に 入れ飼育 す る 。 カ イ ガ ラ ム シ は 発育WI 問 が長 い の

で， 途中 マ メ を追加す る 必婆があ る 。 追加す る マ メ と し

て ， 発芽 し な い で膨 ら ん だ だ け の マ メ を 用 い る と 細菌や

カ ピが発生 し て飼育 に 支障 を き た す こ と があ る の で， 発

芽 し た も の を 用 い る こ と が重要であ る 。 カ イ ガ ラ ム シ の

排他物で容線内が汚染 さ れ る の で， キ ッ チ ンペーパ ー を

多 め に被せ， 餌 を追加す る と き に 新 し い も の と 交換 し た

方が よ い。 コ ナ カ イ ガ ラ ム シ類の飼育で も 途1: 1 1給水 し て

は い け な い。 皮 を付 け た ま ま の催芽種子 を 与 え る と ， 数

円 す る と 皮 が黒 く な る が， 飼 育 に は 大 き な 支 障 は な い

( ljgl-9) 。 し か し ， 時々 皮 と マ メ の 問 に カ イ ガ ラ ム シ が入

り 込 む こ と か ら ， 幼虫 な ど を 見失 う こ と が あ る 。

ふ化直前の卵の う を マ メ と と も に 飼育容慌 に 入 れ る 。

ふ化幼虫 は マ メ の恨の部分に 集合 し て 笥ヨ|ごす る 。 沢山飼

育 し す ぎ る と 発育 と と も に 排他物が多 く な り ， 容器2の汚

染がひ ど い の で注意す る 必要 があ る 。 ま た ， 大量; に 飼育

す る l侍 は 大 き い飼育容器 に 交換 し た 方が よ い。

こ れ ま で， フ ジ コ ナ カ イ ガ ラ ム シ PlaηOCOCC1IS knul11-

hiae， ク ワ コ ナ カ イ ガ ラ ム シ Pselldococcus comsfoc/ú， 

マ ツ モ 卜 コ ナ カ イ ガガ、 ラ ム シ Cri.必SZκCOCClμ�tS 仰rnαfsu

イ ナ ツ プjルレ コ ブ カ イ ガ ラ ム シ Dy邦'sm何仰t仰1κCωOCCα11ωs breuiゆþe.白S の ほ

か， ユ リ 科植物の 根 に 寄生す る コ ナ カ イ ガ ラ ム シ で も 飼

J・. 
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図 - 9 ソ ラ マ メ 1/1l芽種子での ク ワ コ ナ カ イ ガ ラ ム シ の 飼

ft 

育可能で‘ あ る こ と が分 か っ て い る ( 奈 良 井 ， 私信) 。 ま

た ， 小 さ な容部で個体飼育 も 可能で， フ ジ コ ナ カ イ ガ ラ

ム シ の場合， カ ボ チ ャ を餌 と す る よ り も 産卵数が多 く ，

発育 も 幾分早い こ と が分 か っ て い る 。

飼育条件 は 250C， 長 1=1 条 件 が適 し て い る 。 短 口 で は

発育巡延や卵休眠が生 じ る こ と が あ る 。 ま た ， 300C以上

の高温で も 発育昨筈があ る よ う で あ る 。

V そ の他 昆 虫 飼 育 への適用

マ ル カ メ ム シ MegacojJfa 戸ImcfafISSI11111111 の 飼育が可

能であ っ た の で， ダ イ ズ な ど の マ メ 科純物 に 寄生 す る カ

メ ム シ!Jlí も 飼育 で き る か も し れな い。 さ ら に ， チ ャ パ ネ

ア オ カ メ ム シ Pfaufia sfali や ク サ ギ カ メ ム シ f-1a/yomoγー

þfw misfa な ど*樹の カ メ ム シ も 飼育 で き る か も し れ な

い の で， 寄主純|界! の 広 い 昆 虫 は 今後 検 討 す る 必 要 が あ

る 。

円 各種天敵の飼育

ア ブ ラ ム シ��î， ア ザ ミ ウ マ 類， コ ナ カ イ ガ ラ ム シ類の

飼育が可能であ る こ と か ら ， こ れ ら の天敵の飼育 も 可能

であ る 。

ア ブ ラ ム シ 類 の 天敵飼育で は集団飼育容器 に ヒ メ テ ン

ト ウ ム シ 類， シ ョ ク ガ タ マ パ エ Aþlzidoleles a戸hidim

yza， 寄生蜂 を 同時 に 接種す る こ と に よ っ て こ れ ら の 増

殖 も 可能であ る 。 テ ン ト ウ ム シ類の飼育で は ソ ラ マ メ ヒ

ゲ ナ ガ ア ブ ラ ム シ の よ う な大型の ア ブ ラ ム シ が適 し て い

る (図- 1 0) 。

ア ザ ミ ウ マ �í の 天敵 と し て は ア ザ ミ ウ マ ヒ メ コ パ チ
Ceranislls mel1es な ど の寄生蜂の増殖 も 可能 で あ る 。 ア

ザ ミ ウ マ ふ化幼虫 を 容器 に 入 れ る と き 寄生!蜂 の 成虫 も 入

れ る と ， 250Cで は 1 0 日 ほ ど で キ ッ チ ン ペ ー パ ー の 下 に

黒 い姉 を 回収 で き る 。 タ イ ト タ ッ パー 当 た り 500 匹以 仁

の 問育が可能 で あ る 。 ま た ， ヒ メ ノ 、 ナ カ メ ム シ類の飼育

も 可能 でb あ る 。 ヒ メ ハ ナ カ メ ム シ Orills sauferi の 産卵

基質 と し て も ソ ラ マ メ 催 芽種子 ml-2 A) が利 用 で き

図 ー 10 ソ ラ マ メ 上の エ ン ド ウ ヒ ゲ ナ ガ ア ブ ラ ム シ を綬食

1 る '*-敵 ヒ メ テ ン ト ウ の 1 .fiJl
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図 - 1 1 ソ ラ マ メ flIi羽種子般に政下 さ れた ノ 、 ナ カ メ ム シ の

。1'1

る OVlul日1 et al . ， 2001 ) 。 ヒ メ ハ ナ カ メ ム シ は 図 I I の よ

う に ソ ラ マ メ 催芽種子 の 根 に 産卵 し ， マ メ l 伽| 当 た り

50 卵以 上産卵 す る こ と が観察 さ れ て い る 。 ソ ラ マ メ は

カ メ ム シ への 水分供給 に も 役立 っ て い る 。

ソ ラ マ メ 催芽種子 を 用 い て カ イ ガ ラ ム シ類の天敵の伺

育 は 試 み て い な い が， 可能 と 思わ れ る 。

お わ り に

本稿 で は ， 吸汁住1: 昆 虫 の ア ブ ラ ム シ 類， ア ザ ミ ウ マ

類， コ ナ カ イ ガ ラ ム シ類お よ びそ れ ら の一部天敵の 同 H奇

飼 育 に つ い て ソ ラ マ メ を 用 い る こ と の 有効性 を 紹 介 し

た 。 こ の 方法が薬剤 ス ク リ ー ニ ン グ に は す ぐ に で も 活用

さ れ る こ と が期待 さ れ る が， 天敵増殖企業で も 採用 さ れ

れ ば， よ り コ ス ト ダ ウ ン が可能 な増殖体制 も 可能 に な る

か も し れ な い。 ま た ， 今後， 昆虫の遺伝資源 と し て の重

要性が憎 す に つ れ て ， い か に 生 き た 昆虫 を 効率 的 に 維持

す る かが求 め ら れ て お り ， そ の た め の技術的 な シ ス テ ム

の構築が必要 で あ る 。 昆虫 ジ ー ン パ ン ク の梢築 に も 役立

っ て く れ れ ば幸 い で あ る 。 す べ て の 昆虫 で適用 す る こ と

は無理で、 も ， ソ ラ マ メ 以外 の 餌 を 見 出 し て ， 他 の 昆 虫 グ

ル ー プ を 飼育で き る 方 法 開 発 の 一助 に な れ ば幸 い で あ

る 。

ソ ラ マ メ の入手先 : コ ク サ イ ペ ッ ト フ ー ド 株式会社

神戸市西区玉津町出合 329， TEL : 078白927- 1 158
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